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学習目標 

 本授業は，人文科学を構成する１分野である地理学に関する講義である．地理学は，地球表面上

に展開する自然現象と人間活動の地域的特性の解明を目指す学問である．本授業は，特に，人文地

理学的視点に立って，現代世界の地域性の特徴とその意味を理解することを目標とする． 

進 め 方 

 前期は，人文地理学を含む地理学全体の歴史から始めて，人文地理学の基礎的概念について説明

する．後期は，地誌学的・国際社会学的視点に立って，国家の概念について整理した後，現代世界

の地域性について，アメリカ，ヨーロッパ，アジア各地域社会の比較を通して考察する． 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

１．地理学とはどのような学問か(8) 

(1) 地理学の特徴 

(2) 地理学の歴史 

２．人口の地域性(6) 

(1) 世界人口の動向 

(2) 国レベルの動向 

・地理学の学問としての特徴を理解し，その歴史

的発展について説明できる． 

・世界の人口の動向とその背景について説明でき

る． 

・日本の人口の地域的動向について説明できる．

学習・教育目標：Ａ 

[前期中間試験](2)  

３．文化の地域性(8) 

(1) 文化とは何か 

(2) 文化の地域性 

４．経済・社会の地域性(6) 

(1) 経済の地域性 

(2) 社会の地域性 

・文化の意味について理解し，その地域性につい

て説明できる． 

・経済の空間構造について，事例を交えて説明で

きる． 

・社会の空間構造について，事例を交えて説明で

きる． 

前期末試験 学習・教育目標：Ａ 

５．国際化と国家(8) 

(1) 国際化とは何か 

(2) 現代社会と国家 

６．アメリカの社会(6) 

(1) アメリカの社会構造（人種民族関係） 

(2) アメリカの地域構造 

・現代社会の国際化について理解し，国際化と国

家との関係について説明できる． 

・アメリカの社会構造と地域構造について説明で

きる． 

学習・教育目標：Ａ 

[後期中間試験](2)  

７．ヨーロッパの社会(8) 

(1) 欧州連合の発展 

(2) フランスの社会 

８．アジアの社会(6) 

(1) 韓国の社会 

(2) 日本の社会 

・ヨーロッパ社会の現況について，欧州連合の発

展と加盟国家の関係を交えて説明できる． 

・アジア社会の特徴について，韓国社会と日本社

会の比較を通して論じることができる． 

学習・教育目標：Ａ 

後期末試験  

試験返却(1)  

評価方法 

レポート（２回，発表を含む），定期試験（前期・後期）の結果を総合評価する．レポート

（40％），定期試験（60％）． 

 

履修要件 特になし． 

関連科目 地理・歴史（1年）→ 公民（2・3年） → 人文科学Ⅰ（4年） 

教  材 
教科書は特にない．参考文献については，授業中適宜紹介する．地図帳を持参して欲しい（中学校

で使用したものでもよい）． 

備  考  


